
地域枠等の状況について 
（出典：平成25年臨床研修修了者アンケート調査【速報値】） 

事務局提出資料５ 

配布対象者：７,５４５ 
回収数：５,６１９ （回収率：７４．４％） 

①地域枠での入学者（※） 
１０１人（１．８％） 
（※）地域医療等に従事する明確な意志をもった学生の選抜枠 

②奨学金の受給者 
４１２人(７．３％) 

４６人 
（地域枠での入
学者（奨学金は
受給しない）） 

５５人 
（地域枠での
入学者であり、
かつ奨学金を
受給する者） 

３５７人 
（奨学金を受給する者
（地域枠での入学者で

はない）） 

（参考）①または②に該当する者 ４５８人 

１．地域枠の分類 
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有 

54%（249） 

無 

42%（190） 

その他 

1%（5） 

無回答 

3%（14） 

奨学金の免除要件について、臨床研修期間中における特

定の地域等への従事義務の有無（n:458） 

（内訳：複数回答） 

都道府県 
61.7%(254) 

市町村 
7.3%(30) 

大学 
9.0%(37) 

大学以外の

医療機関  
10.0%(41) 

その他 
10.7%(44) 

無回答 
1.5%(6) 

（単回答（n=458)） 

２．奨学金の支給元 ３．臨床研修中における地域等への従事 

67.5% 

6.4% 

6.4% 

20.1% 

4.4% 

4.8% 

0.4% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 

都道府県内の医療機関から選択 

市町村内の医療機関から選択 

特定の大学 

大学以外の特定の医療機関 

特定の診療科 

その他 

無回答 
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条件が合えば

従事したい 
55%(3031) 条件にかかわらず希望

しない 
19%(1038) 

現在医師不足地域の

医療に従事している 
5%(241) 

その他 
7%(396) 

無回答 
14%(786) 

（１）医師不足地域の医療に従事することについて（n:5,492） 

（２）医師不足地域の医療に従事する条件について（複数回答）（n：3,031) 

0.6% 
1.6% 
1.6% 
2.2% 

6.6% 
6.7% 

9.0% 
9.2% 
9.6% 

12.7% 
16.2% 

17.4% 
20.1% 

20.8% 
21.1% 

26.0% 
28.9% 

30.5% 
43.9% 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0% 

無回答 
入院のない小規模の診療所である 

介護等のために、親族のもとへ短時間で移動できる 
単身赴任の生活費や親族のもとへの交通費の補助がある 

サバティカルがある 
現在の生活圏から近い 

居住環境が整備されている 
子どもの教育環境が整備されている 
出身地である、または実家に近い 

地域の中核病院である 
地域医療に従事後、希望の職場に勤務できる 

病院の施設・設備が整っている 
臨床能力を高めるための充実したプログラムがある 

他病院とのネットワーク・連携がある 

配偶者の同意がある 
給与がよい  

診療に関して相談出来る上級医や他科の医師がいる  
自分と交代できる医師がいる 
一定の期間に限定されている 

４．医師不足地域への従事についての意識（地域枠以外の者） 

（内訳） 
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（※） 



（３）「一定期間」について、どの程度を希望しているか（（※）n：1,331） 

（４）「一定期間」について、どの時期を希望しているか（（※）n：1,331） 

0.8% 

10.7% 

36.7% 

48.2% 

1.0% 

0.3% 

0.8% 

1.7% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 

1ヶ月未満 

1ヶ月以上半年未満 

半年以上１年未満 

１年以上３年未満 

４年以上９年未満 

１０年以上 

その他 

無回答 

3.4% 

31.9% 

44.3% 

9.8% 

4.7% 

6.0% 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0% 

卒後２年以内 

卒後３～５年以内 

卒後６～１０年以内 

卒後１１～１５年以内 

その他 

無回答 
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